
専門分野

生理学的検査

開講時期 ２年　後期 担当教員
担当教員の
実務経験

有 ・ 無
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第１５回

第１６回

1単位
（３２時間）

呼吸機能検査の実際

◆実務経験の内容

検査センター勤務後、九州医学技術専門学校

◆授業の目的・目標

体循環・肺循環を解剖学から復習する。呼吸機能検査の種類・方法を学び、国家試験問題に対応できる知識を身に付ける。検査
者・被験者共に経験し、臨地実習で行えるようにする。

◆授業の概要・授業方針

呼吸機能検査の声掛けなど実践的な内容を学ぶ。受身にならないようディスカッションも取り入れ、興味を持てる授業展開とした
い。実習機器の数に制限があるため、空き時間が出ないよう課題（問題やパワーポイント資料作り）を出し、グループで課題にあ
たるようにする。

◆テキスト・参考資料等 ◆成績評価の方法

医歯薬出版　最新　臨床検査学講座「生理機能検査学（第2版）」 期末試験

授業計画

坂口　みどり

区分５１ 授業科目名
臨床生理検査学②

実習
単位数

課題の解答解説

国家試験問題

呼吸機能検査の声掛け方法

スパイログラム

スパイログラム

スパイログラムより得られた自己結果の解釈

スパイログラムより得られた自己結果の解釈

課題の解答解説

課題の解答解説

課題（パワーポイント資料）発表会

国家試験問題

国家試験問題

国家試験問題

国家試験問題
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